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１ 就職氷河期世代とは

なぜ就職氷河期世代への支援が必要なのか

・１９９３年から２００４年に大学や高校などの卒業を迎えた世代
・就職活動がバブル景気崩壊後の雇用環境が厳しい時期
・正規雇用が厳しかったこともあり、契約社員、派遣社員といった非正規雇用で社会人
生活をスタートした方も多い

２ 就職氷河期世代の課題

・その後、雇用環境が改善されてからも正規雇用が進まず
・正規雇用者よりも研修受講やキャリアアップの機会が少なく、キャリア形成が十分とは
言い難い
・年齢が上がっても、給料や待遇が据え置かれるケース多い

３ 就職氷河期世代の不安

・年齢上昇に伴う雇止めの不安
・年金の加入率が他世代よりも低い
・就職氷河期世代の親の加齢に伴う経済的負担

社会でのさらなる活躍が期待できる
将来の社会保障費抑制

就職氷河期世代の安定雇用



内閣官房HPから



就職氷河期世代の正規雇用化を支援するために「正社員になろうプロジェクト」を令和
元年度から実施している。

・就職氷河期世代には、当世代に必要な知識、マナー等の研修、合同企業説明会・面
接会、キャリアカウンセリングなどを通じた丁寧なマッチングを実施する。また、企業に
対しては、受入体制づくりと定着に向けた支援をセットで実施する。

・正社員になろうプロジェクトの参加企業には必ず面接を実施してもらっている。
←人柄やこれまでの経験は履歴書や職務経歴書だけではわからない

埼玉県の取組





まとめ

卒業時点での雇用環境は選べない
↓

雇用環境が悪かったとしても就活生の責任ではない

正規雇用になれなかったのは、自己責任？
↓

就職氷河期には採用を見送った企業が多数
求人数が少なかったこともあり、自己責任論だけで片づけられない

働き方については個人の問題であり、本人に任せておけばよい？
↓

正規雇用化により本人の生活安定、仕事の生産性向上が期待でき、社会の活力
が高まる
税や社会保険料などの社会的コストの負担増が期待でき、将来的な社会保障費の
抑制も社会全体のメリットになる。

新型コロナウイルス感染対策にしっかりと取り組みながら、就職氷河期世代を応
援する機運を盛り上げられるよう、皆様の御理解、御協力を賜りますようお願いしま
す。

御清聴ありがとうございました。


